
目
が
見
え
な
い
・

見
え
に
く
い
人
の
た
め
に

視
覚
障
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

視
覚
障
害
も
聴
覚
障
害
と
同
じ
く
、
先

天
的
な
も
の
と
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
や
白

内
障
な
ど
に
よ
っ
て
人
生
の
途
中
で
起
こ

る
中
途
視
覚
障
害
が
あ
り
ま
す
。

点
字
を
使
う
視
覚
障
害
者
は
全
体
の
1

割
程
度
で
、
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
人
、
特

に
中
途
視
覚
障
害
者
は
主
に
音
声
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

◆
点
字

点
字
は
、
触
覚
で

読
む
字
で
、
紙
な
ど

の
上
に
つ
け
ら
れ
た

点
（
突
起
）
に
よ
っ
て
文
字
・
数
字
を
表

現
し
ま
す
。
そ
れ
を
指
で
な
ぞ
り
、
指
先

の
感
覚
で
読
み
取
り
ま
す
。

点
字
に
よ
る
支
援
（
一
例
）

●
点
字
に
よ
る
県
民
だ
よ
り
、
各
種
刊
行

物
の
発
行

●
図
書
館
で
の
点
字
図
書
の
貸
し
出
し

●
市
役
所
か
ら
郵
送
す
る
文
書
の
一
部
に
、

点
字
シ
ー
ル
に
よ
り
課
名
・
文
書
名
を

表
示
（
希
望
す
る
人
は
障
害
福
祉
課
へ
）

◆
音
声
に
よ
る
情
報

音
声
に
よ
る
情
報

支
援
と
し
て
、
音
声

版
広
報
ふ
じ
「
声
の

広
報
」
を
Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
配

布
し
て
い
ま
す
（
フ
ィ
ラ
ン
セ
東
館
3
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
。
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
も
公
開
中
で
す
。

◆
情
報
支
援
機
器

障
害
福
祉
課
に
は
、
拡
大
読
書
器
と
活

字
文
書
読
み
上
げ
装
置
を
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
情
報
支
援
機
器
に
つ
い
て
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
障
害
の

あ
る
人
に
自
分
の
力
で
読
む
喜
び
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る

人
に
は
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
原
則
定
価
の

1
割
の
金
額
で
購
入
で
き
る
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
へ
）。

そ
の
ほ
か
の
障
害
に
つ
い
て
、
自
閉
症

や
重
度
の
知
的
障
害
な
ど
、
言
葉
や
文
字

の
理
解
が
困
難
な
人
で
も
、
絵
や
写
真
な

ど
を
使
っ
て
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
相
手
に
合
わ
せ
た

方
法
で
、
心
を
通
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 （ 8）

■拡大読書器
新聞・本などの印刷
物や自分が書く文字を、
数倍～数十
倍に拡大し
てモニター
に映し出し
ます。

■活字文書読み上げ装置
専用のソフトで作成す
る音声コード（日本語約
800字の情報
を記録できる
二次元記号）
内の情報を、
音声として読
み上げます。

耳
が
聞
こ
え
な
い
・

聞
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
に

聴
覚
障
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

聴
覚
障
害
に
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

（
先
天
的
聴
覚
障
害
）、
人
生
の
途
中
か
ら

（
中
途
失
聴
）、
聞
こ
え
の
弱
い
・
遠
い
（
難

聴
）
な
ど
が
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
は
違
い
ま
す
。

「
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
＝
手
話
を
使
う
」

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
手
話
を
主
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
使
う
聴

覚
障
害
者
は
、
全
体
の
2
割
程
度
で
す
。

そ
の
多
く
は
幼
少
期
か
ら
耳
が
聞
こ
え
な

い
人
で
す
。
自
分
が
話
す
声
も
聞
こ
え
ず
、

音
声
に
よ
る
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
は
困
難

な
た
め
、
手
話
を
使
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。
健
聴
者
の
話

し
言
葉
を
、
手
話
に
置
き
か
え
て
聴
覚
障

害
者
に
伝
え
る
の
が
手
話
通
訳
で
す
。

一
方
、
人
生
の
途
中
で
聴
力
を
失
っ
た

人
や
、
年
齢
を
重
ね
て
聞
こ
え
に
く
く
な

っ
た
人
に
と
っ
て
、
改
め
て
手
話
を
覚
え

る
の
は
大
変
な
こ
と
で
、
多
く
の
人
は
、

言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
望

み
ま
す
。
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
話
の
内

容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る
の
が

要
約
筆
記
通
訳
で
す
。

◆
手
話
通
訳

手
話
は
、
文
字
ど

お
り
「
手
で
あ
ら
わ

す
言
葉
、
目
で
見
る
言
葉
（
視
覚
的
言
語
）」

で
す
。
手
指
の
形
や
位
置
、
動
き
の
方
向

や
大
き
さ
、
顔
の
表
情
や
体
全
体
で
意
味

を
表
現
し
ま
す
。

◆
要
約
筆
記
通
訳

話
す
速
さ
は
、
書

く
速
さ
の
5
倍
と
言

わ
れ
て
お
り
、
話
の

す
べ
て
を
文
字
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
話
を
要
約
す
る
こ
と
か
ら
「
要

約
筆
記
通
訳
」
と
言
い
ま
す
。
手
書
き
に

よ
る
も
の
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
も
の
が
あ

り
、
個
人
へ
の
通
訳
で
は
、
聴
覚
障
害
者

の
す
ぐ
隣
で
、
紙
に
書
い
て
相
手
の
話
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
講
演
会
な
ど

広
い
会
場
で
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
オ
ー
バ
ー
ヘ

ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
）
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
い
、
文
字
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

し
ま
す
。

市
は
、
手
話
通
訳
者
と
要
約
筆
記
通
訳

者
の
養
成
と
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

（
左
記
）。
ま
た
、
障
害
福
祉
課
に
は
専
任

手
話
通
訳
者
を
配
置
し
、
市
役
所
で
の
手

続
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

情報支援機器

あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。あなたの温かい手で、声で。 聴
覚
・
視
覚
障
害

者
の
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業

目
や
耳
に
障
害
の
あ
る
人
は
、
手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
、
点

訳
・
音
訳
な
ど
の
手
段
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
手
段
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
人
を
支
え
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。あ
な
た
の
力
を
、

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



この手帳を持っている
人を見かけたら、
ご協力をお願いします

富士市手話通訳者・
要約筆記通訳者派遣制度

耳が聞こえない・聞こえにくいために、周り
の人とコミュニケーションがとりにくい…、
病院や学校行事、市役所に行くのに困ってい
る…、興味のある講演会も聞きに行けない…

そんなとき、手話通訳者や要約筆記通
訳者が手助けをします。通訳者には守秘
義務がありますので、安心してご利用く
ださい。派遣内容など詳しくは、障害福
祉課へお問い合わせください。
費 用 無料
依頼方法 所定の用紙（障害福祉課で配
布、市ウェブサイトからダウンロード
も可）または紙に、氏名、派遣日時・
内容・場所を記入し、直接またはFAX
で、派遣日の 1週間前までに障害福祉
課へ。市ウェブサイトの電子申請から
も依頼できます Bhttp://fujishi.jp

（ 9 ）

富士市要約筆記奉仕員養成講座

と き
①手書き課程 5月14日～ 6月25日の
毎週木曜日 10:00～15:30 計 7 回
②パソコン課程 7月 2 日～16日の
毎週木曜日 10:00～15:30 計 3 回
①は必修、②は①を修了した人のうち
希望者

ところ フィランセ東館 3階ボランティ
アルーム

対 象 市内在住・在勤の人
定 員 20人（応募者多数の場合、選考を行います）
受講料 無料（道具の貸し出し可。②を
受講する人は、ノートパソコンを持参）

申し込み 5 月 7 日までに、電話で障害
福祉課へ

各通訳者派遣や講座、補助制度の申し込み・問い合わせ
障害福祉課（市役所4階） 155-2911 553-0151
Afu-syougai@div.city.fuji.shizuoka.jp

要約筆記サークル「OHPふじ」
左 稲垣雅代さん（津田町）
右 周布

す ふ

佳
よし

子さん（横割 1 ）

手話通訳者
川本広

ひろ

樹
き

さん（伝法）

8
年
前
の
養
成
講
座
で
、
以
前
か
ら
興

味
の
あ
っ
た
手
話
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
、

自
分
の
考
え
を
人
に
伝
え
る
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
た
め
、「
自
分
を
変
え
た
い
」と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
単
語
や
基
礎
会

話
か
ら
始
ま
っ
て
、
自
分
の
手
話
が
相
手

に
伝
え
ら
れ
る
の
が
楽
し
く
な
り
、
と
も

に
頑
張
る
仲
間
も
で
き
て
、
ど
ん
ど
ん
夢

中
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

手
話
は
、
手
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
顔

の
表
情
と
口
の
動
き
が
と
て
も
大
切
で
、

喜
怒
哀
楽
を
表
情
に
出
す
こ
と
で
よ
り
伝

わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
初
め
は
恥
ず
か

し
く
感
じ
ま
し
た
が
、
手
話
を
始
め
て
か

ら
、
周
り
の
人
に
「
表
情
が
豊
か
に
な
っ

た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
主
に
市
の
行
事
な
ど
で
手
話
通

訳
を
し
て
い
ま
す
。
情
報
が
自
分
の
手
話

に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
ま
す
が
、「
あ
り
が
と
う
」と

言
わ
れ
た
と
き
の
喜
び
を
糧
に
し
て
、
聴

覚
障
害
者
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

富士市手話奉仕員養成講座（入門編）

と き 5 月19日～11月24日の毎週火・
日曜日（火曜日 19:00～21:00、日曜日
10:00～15:00） 計26回

ところ フィランセ西館3階第1会議室
対 象 市内在住・在勤の人
定 員 60人（応募者多数の場合、選考を行います）
受講料 無料（テキスト代のみ実費）
申し込み 5 月 7 日までに、電話で障害

福祉課へ
※養成期間は 2年間（ 1年目は入門編、
2年目は基礎編）。

私
た
ち
は
6
年
前
に
養
成
講
座
を
受
け
、

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
ま
し
た
。

病
院
へ
の
付
き
添
い
や
、
会
議
の
内
容
要

約
な
ど
の
依
頼
を
受
け
た
り
、
サ
ー
ク
ル

の
勉
強
会
に
参
加
し
て
技
術
を
高
め
た
り

し
て
い
ま
す
。

依
頼
者
の
障
害
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

そ
の
場
の
雰
囲
気
ま
で
知
り
た
い
人
、
簡

潔
な
ま
と
め
だ
け
が
欲
し
い
人
な
ど
、
通

訳
に
求
め
る
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

ど
の
場
合
に
も
、
自
分
が
書
く
物
を
通
し

て
、
依
頼
者
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

聴
覚
障
害
は
外
見
で
判
断
し
づ
ら
い
た

め
、
十
分
な
配
慮
が
さ
れ
ず
に
思
い
が
す

れ
違
う
こ
と
も
多
く
、
わ
ず
か
な
外
出
で

も
勇
気
が
要
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
私
た
ち
が
依
頼
者
の
耳
と
な
り
、
一

歩
を
踏
み
出
す
力
に
な
れ
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
相

手
に
寄
り
添
っ
た
要
約
筆
記
を
目
指
し
て
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手話は、気持ちも大切に伝えます

依頼者の心に寄り添って

伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。伝えてほしい。
始めませんか？

ご利用ください

聴覚や言葉に障害のある人のためのコミュニケーションツールです。
電話お願い手帳は、外出先で電話連絡などをするときに、用件や連絡
先を書いて近くの人に協力をお願いするためのもので、ふれあい速達
便はFAX送信用紙です。 NTT西日本－東海と（財）日本公衆電話会か
ら寄贈を受けています。希望する人には、障害福祉課で配布します。

「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」


